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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，北東アジア諸国・諸地域（日本，韓国，中国，台湾，香港等々）における福祉シス
テムを，主として，福祉レジーム論とポスト・オリエンタリズム論といった二つの観点から国
際比較分析をすることを目的としている．このため以下の計画で研究を行う． 

 (1) ポスト・オリエンタリズムのアプローチの理論的彫琢をめざす． 

 (2) 従来行ってきた日韓比較をさらに発展させる． 

 (3) 韓国以外の諸国についても比較分析を試みていく． 

 (4) 二カ国間比較に加えて，各国の研究者の協力を得て，北東アジア諸国における多国間比
較も行う． 

 

研究成果の概要（英文）： 
This study aims to compare the welfare regimes in the North East Asia (Japan, Korea, 
China, Taiwan, Hong Kong etc.) from the welfare regime approach and post-Orientalist 
approach. The research plan is as following: 
(1) Theoretically refine the post-Orientalist approach. 
(2) Deepen the comparison between Japan and Korea. 
(3) Add other countries/regions to the object of comparative analysis. 
(4) Conduct the multi-country comparison based on the cooperation with foreign 

researchers. 
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１．研究開始当初の背景 

 1990 年代終わりごろから北東アジアの福
祉レジームに対する関心が高まり、様々な研
究成果が発表されたが、その多くは「福祉オ
リエンタリズム」の視点に立脚していた。つ

まり、北東アジアは従来の福祉国家とは異質
であるという前提の下で、その特異性を説明
することを主な目的としている。このような
福祉オリエンタル的なアプローチはこの地
域の特徴はある程度説明できるかもしれな
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いが、欧米など福祉国家にも適応可能な普遍
的な理論とは言いがたい。 

 一方、研究代表者を含め、21 世紀に入って
日本と韓国とのあいだで活発な学術交流が
行われ、その中から新しい比較分析の可能性
が萌芽的に現れた。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、以前の福祉国家に関する
日韓比較を踏まえ、研究対象を中国、台湾、
香港など北東アジア諸国・地域に広げること
によってこの地域の福祉レジームに対する
包括的な理解を深め、ポスト・オリエンタリ
ズムの視点に立つ理論をより発展させるこ
とである。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、上記目的を達成するため、既存
の先行研究に関する文献研究、日本における
専門家からの情報収集、現地調査による情報
収集、既存統計データの収集と加工などの方
法によって、データを集め、これらを用いた
研究会・学会等での討論によって、理論的な
考察を深めていくという方法を採用した。 

 

４．研究成果 

①福祉国家形成のパターンにおいては土着
的要因や文化的要因よりも，福祉国家形成
への離陸時期がいつであるかという点と、
そのときの国際環境の影響力の方が大きい
との作業仮説を提起し、検証した． 
②社会保障や公共政策に関する様々な国際
会議に積極的に参加し、日本に研究・政策
動向を紹介するとともに、研究成果を報告
し、各国の研究者と意見を交換した。 
③平成 20 年 3 月に「東アジアの福祉レジー
ム」に関するクローズド国際ワークショッ
プを開催し、その成果を英文の論文集として
出版した。 
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